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参考資料３－２ 

裏面腐食履歴データ 

 

過去のデータより容量１万㎘以上の新法タンクの開放時における補修前の裏面腐食量が大きいタンクからアニュ

ラ板 20 基、底板 30 基を抽出し各タンクの開放毎の裏面腐食の履歴について調査した。 

 

アニュラ板・・・・A01～A20 

底板・・・・・・・・・B01～B30 

 



容量１万㎘以上の新法タンクの裏面腐食履歴 A01

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温／常温
S55.2.27 12,360 重油 アスモル 加温

設計板厚 経過年
開放周

期

定点測定に
よる最大裏
面腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推
定年数

連続板厚測
定による貫通
推定年数

板厚測定方法
板の取替
割合

完成検査 S55.12.22 15.0 0 0 0.0 15.0
169号：1.59
56号：2.90

H4.4.28 11 11.4 2.2 12.8 不明 1.59 11.50 77.4 48.7 169号 2
H13.2.26 20 8.8 10.1 4.9 不明 1.59 -1.06 8.1 169号 20
H21.7.9 28 8.4 1.7 13.3 13.3 1.0 13.30 面測定＋169号 80

　裏面（アニュラ板）

開放検査

15.0 

12.8 

4.9 

13.3 

15.0 

11.50 

-1.06 
-2.0 

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

16.0 

0 5 10 15 20 25 30

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（アニュラ板）

建設～第1回目

第2回目

第3回目

建設～第1回（連続予測値）

第1回～第2回（連続予測値）



容量１万㎘以上の新法タンクの裏面腐食履歴 A02

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温／常温
S53.4.13 50,000 原油 アスファルトサンド 加温

設計板厚 経過年
開放周

期

定点測定に
よる最大裏
面腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推
定年数

連続板厚測
定による貫通
推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S54.10.24 18.0 0 0 0.0 18.0
169号：1.59
56号：2.90

H2.7.5 10 10.7 9.7 8.3 18.0 1.59 2.58 19.9 12.5 169号 100
H7.1.12 15 4.5 0.0 18.0 18.0 不明 18.00 不明 0

H12.12.8 21 5.9 不明 不明 18.0 1.59 169号 100

　裏面（アニュラ板）

開放検査

18.0 

8.3 

18.0 18.0 18.0 

2.58 

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

16.0 

18.0 

20.0 

0 2 4 6 8 10 12 14 16

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（アニュラ板）

建設～第1回目

第1回目～第2回目

建設～第1回（連続予測値）



容量１万㎘以上の新法タンクの裏面腐食履歴 A03

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温／常温
S55.2.27 12,360 重油 アスモル 加温

設計板厚 経過年
開放周

期

定点測定に
よる最大裏
面腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推
定年数

連続板厚測
定による貫通
推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S55.12.22 15.0 0 0 0.0 15.0
169号：1.59
56号：2.90

S61.6.9 5 5.5 7.0 8.0 不明 不明 11.7 不明 2
H3.7.31 10 5.1 5.0 10.0 不明 1.59 7.05 169号 10

H12.3.27 19 8.7 8.6 6.4 12.4 1.59 1.33 10.7 169号 58
H20.10.6 27 8.5 6.7 8.3 13.0 1.0 25.8 連続 67

　裏面（アニュラ板）

開放検査

15.0 

8.0 

10.0 

6.4 

12.4 

8.3 
7.05 7.05 

1.33 
0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

16.0 

0 5 10 15 20 25 30

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（アニュラ板）

建設～第1回目

第2回目

第3回目

第3回目～第4回目

第2回～第3回（連続予測値）

＊第３回開放時の「連続予測値」より

も第４回に行われた連続板厚測定値

が大きいこと、第３回開放時に58％
の板替えがあったことから、板替えに

より腐食部分の大部分が取り除かれ

たと考え、第３回～第４回（連続予測

値）は求めなかった。



容量１万㎘以上の新法タンクの裏面腐食履歴 A04

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温／常温
S56.9.7 111,212 原油 アスモル 常温

設計板厚 経過年
開放周

期

定点測定に
よる最大裏
面腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推
定年数

連続板厚測
定による貫通
推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S60.9.20 21.0 0 0 0.0 21.0
169号：1.59
56号：2.90

H8.4.25 10 10.6 0.9 20.1 20.1 2.90 18.39 247.4 85.3 56号 0
H16.7.27 18 8.3 1.8 19.2 19.2 2.90 15.78 184.5 58.2 56号 0
H20.4.16 22 3.7 7.9 13.1 21.0 1.00 13.10 21.9 連続 100

　裏面（アニュラ板）

開放検査

21.0 
20.1 20.1 

19.2 
21.0 

18.39 

18.39 

15.78 13.10 

0.0 

5.0 

10.0 

15.0 

20.0 

25.0 

0 5 10 15 20 25

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（アニュラ板）

建設～第1回目

第1回目～第2回目

建設～第1回（連続予測値）

第1回～第2回（連続予測値）

第2回～第3回（連続予測値）



容量１万㎘以上の新法タンクの裏面腐食履歴 A05

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温／常温
S56.9.7 111,212 原油 アスモル 常温

設計板厚 経過年
開放周

期

定点測定に
よる最大裏
面腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推
定年数

連続板厚測
定による貫通
推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S60.9.20 21.0 0 0 0.0 21.0
169号：1.59
56号：2.90

H8.9.12 10 11.0 0.2 20.8 20.8 2.90 20.42 1153.6 397.8 56号 0
H16.12.10 19 8.2 1.7 19.3 19.3 2.90 16.07 114.4 38.7 56号 0

H20.6.6 22 3.5 7.8 13.2 21.0 1.00 13.20 19.5 連続 100

　裏面（アニュラ板）

開放検査

21.0 20.8 20.8 
19.3 

21.0 

20.42 

16.07 13.20 

0.0 

5.0 

10.0 

15.0 

20.0 

25.0 

0 5 10 15 20 25

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（アニュラ板）

建設～第1回目

第1回目～第2回目

建設～第1回（連続予測値）

第1回～第2回（連続予測値）

第2回～第3回（連続予測値）



容量１万㎘以上の新法タンクの裏面腐食履歴 A06

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温／常温
S54.11.15 20,435 重油 アスモル 加温

設計板厚 経過年
開放周

期

定点測定に
よる最大裏
面腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推
定年数

連続板厚測
定による貫通
推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S56.1.26 15.0 0 0 0.0 15.0
169号：1.59
56号：2.90

H3.5.10 10 10.3 7.7 7.3 不明 1.59 2.76 20.0 12.6 169号 10
H11.3.16 18 7.9 5.6 9.4 15.0 1.59 6.10 169号 100
H19.5.15 26 8.2 0.6 14.4 14.4 1.59 14.05 204.2 130.0 169号 0

　裏面（アニュラ板）

開放検査

15.0 

7.3 

9.4 

15.0 
14.4 

15.0 

2.76 

6.10 

15.0 

14.05 

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

16.0 

0 5 10 15 20 25 30

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（アニュラ板）

建設～第1回目

第2回目

第2回目～第3回目

建設～第1回（連続予測値）

第2回（連続予測値）

第2回～第3回（連続予測値）



容量１万㎘以上の新法タンクの裏面腐食履歴 A07

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温／常温
S52.9.22 12,870 揮発油 アスモル 常温

設計板厚 経過年
開放周

期

定点測定に
よる最大裏
面腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推
定年数

連続板厚測
定による貫通
推定年数

板厚測定方法
板の取替
割合

完成検査 S54.9.26 15.0 0 0 0.0 15.0
169号：1.59
56号：2.90

H3.1.29 11 11.4 1.9 13.1 13.1 1.59 11.98 89.6 56.4 169号 0
H11.9.27 20 8.7 2.4 12.6 12.6 1.59 11.18 227.0 130.6 169号 0

H19.10.11 28 8.0 6.8 8.2 12.7 1.00 8.20 23.0 30.1 面測定＋169号 40

　裏面（アニュラ板）

開放検査

15.0 

13.1 13.1 12.6 

15.0 

11.98 11.98 
11.18 11.18 

8.20 

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

16.0 

0 5 10 15 20 25 30

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（アニュラ板）

建設～第1回目

第1回目～第2回目

建設～第1回（連続予測値）

第1回～第2回（連続予測値）

第2回～第3回（連続予測値）



容量１万㎘以上の新法タンクの裏面腐食履歴 A08

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温／常温
S53.4.13 50,000 原油 アスモル 加温

設計板厚 経過年
開放周

期

定点測定に
よる最大裏
面腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推
定年数

連続板厚測
定による貫通
推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S54.10.24 18.0 0 0 0.0 18.0
169号：1.59
56号：2.90

S63.7.21 8 8.7 3.4 14.6 14.6 1.59 12.59 46.3 29.1 169号 0
H6.9.6 14 6.1 6.1 11.9 18.0 1.59 8.30 33.2 18.0 169号 100

H15.3.12 23 8.5 0.4 17.6 17.6 1.59 17.36 383.3 240.0 169号 0

　裏面（アニュラ板）

開放検査

18.0 

14.6 14.6 

11.9 

18.0 
17.6 

18.0 

12.59 12.59 

8.30 

18.0 

17.36 

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

16.0 

18.0 

20.0 

0 5 10 15 20 25

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（アニュラ板）

建設～第1回目

第1回目～第2回目

第2回目～第3回目

建設～第1回（連続予測値）

第1回～第2回（連続予測値）

第2回～第3回（連続予測値）



容量１万㎘以上の新法タンクの裏面腐食履歴 A09

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温／常温
S56.4.13 111,212 原油 アスモル 常温

設計板厚 経過年
開放周

期

定点測定に
よる最大裏
面腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推
定年数

連続板厚測
定による貫通
推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S56.4.13 21.0 0 0 0.0 21.0
169号：1.59
56号：2.90

H7.7.27 14 14.3 0.4 20.6 20.6 2.90 19.84 750.5 258.8 56号 0
H15.6.27 22 7.9 2.0 19.0 19.0 2.90 15.20 102.0 33.9 56号 0
H20.5.22 27 4.9 5.9 15.1 21.0 1.00 15.10 745.8 連続 100

　裏面（アニュラ板）

開放検査

21.0 20.6 20.6 
19.0 

21.0 

19.84 

15.20 

15.10 

0.0 

5.0 

10.0 

15.0 

20.0 

25.0 

0 5 10 15 20 25 30

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（アニュラ板）

建設～第1回目

第1回目～第2回目

建設～第1回（連続予測値）

第1回～第2回（連続予測値）

第2回～第3回（連続予測値）



容量１万㎘以上の新法タンクの裏面腐食履歴 A10

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温／常温
S60.2.28 45,000 重油 アスコン 加温

設計板厚 経過年
開放周

期

定点測定に
よる最大裏
面腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推
定年数

連続板厚測
定による貫通
推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S61.12.23 15.0 0 0 0.0 15.0
169号：1.59
56号：2.90

H10.4.22 11 11.3 1.9 13.1 13.6 1.59 11.98 89.5 56.3 169号 2
H17.12.15 18 7.7 5.7 9.3 15.0 1.59 5.94 24.2 15.2 169号 100

　裏面（アニュラ板）

開放検査

15.0 

13.1 

13.6 

9.3 

11.98 

5.94 

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

16.0 

0 5 10 15 20

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（アニュラ板）

建設～第1回目

第1回目～第2回目

建設～第1回（連続予測値）

第1回～第2回（連続予測値）



容量1万㎘以上の新法タンクの裏面腐食履歴 A11

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温/常温
S52.8.9 35,000 原油 アスファルトサンド 加温

設計板厚 経過年
開放周

期

定点測定に
よる裏面最
大腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推

定年数

連続板厚測
定による貫通

推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S54.4.25 15.0 0 0 0.0 15.0
169号：1.59
56号：2.90

S63.8.5 9 9.3 0.0 15.0 15.0 1.59 15.00 169号 0
H10.7.1 19 9.9 0.7 14.3 14.3 1.59 13.89 212.3 133.6 169号 0

H21.6.24 30 11.0 5.6 9.4 12.3 1.59 6.10 32.1 19.6 169号 10

　裏面（アニュラ板）

開放検査

15.0 15.0 15.0 
14.3 14.3 

9.4 

15.0 15.00 15.00 

13.89 

6.10 

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

16.0 

0 5 10 15 20 25 30 35

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（アニュラ板）

建設～第1回目

第1回目～第2回目

第2回目～第3回目

建設～第1回（連続予測値）

第1回～第2回（連続予測値）

第2回～第3回（連続予測値）



容量1万㎘以上の新法タンクの裏面腐食履歴 A12

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温/常温
S55.4.26 23,000 原油 アスコン 加温

設計板厚 経過年
開放周

期

定点測定に
よる裏面最
大腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推

定年数

連続板厚測
定による貫通

推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S57.2.5 18.0 0 0 0.0 18.0
169号：1.59
56号：2.90

H4.6.16 10 10.4 0.7 17.3 17.3 1.59 16.89 266.6 167.7 169号 0
H9.7.3 15 5.0 3.1 14.9 16.4 1.59 13.07 36.4 22.3 169号 1

H18.2.28 24 8.7 5.5 12.5 15.3 1.59 9.26 36.4 29.7 169号 10

　裏面（アニュラ板）

開放検査

18.0 
17.3 17.3 

14.9 
16.4 

12.5 

18.0 

16.89 

13.07 13.07 

9.26 

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

16.0 

18.0 

20.0 

0 5 10 15 20 25 30

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（アニュラ板）

建設～第1回目

第1回目～第2回目

第2回目～第3回目

建設～第1回（連続予測値）

第1回～第2回（連続予測値）

第2回～第3回（連続予測値）



容量1万㎘以上の新法タンクの裏面腐食履歴 A13

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温/常温
S56.7.24 35,000 原油 アスコン 加温

設計板厚 経過年
開放周

期

定点測定に
よる裏面最
大腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推

定年数

連続板厚測
定による貫通

推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S57.10.18 18.0 0 0 0.0 18.0
169号：1.59
56号：2.90

H5.6.22 10 10.7 3.0 15.0 18.0 1.59 13.23 64.1 40.3 169号 100
H10.5.8 15 4.9 1.0 17.0 17.0 1.00 17.00 64.6 面測定 0

H18.2.20 23 7.8 5.4 12.6 不明 1.59 9.41 30.1 17.5 169号 28

　裏面（アニュラ板）

開放検査

18.0 

15.0 

18.0 
17.0 17.0 

12.6 

18.0 

13.23 

18.0 
17.00 17.00 

9.41 

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

16.0 

18.0 

20.0 

0 5 10 15 20 25

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（アニュラ板）

建設～第1回目

第1回目～第2回目

第2回目～第3回目

建設～第1回（連続予測値）

第2回～第3回（連続予測値）



容量1万㎘以上の新法タンクの裏面腐食履歴 A14

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温/常温
S55.2.27 26,780 揮発油 アスファルトサンド 常温

設計板厚 経過年
開放周

期

定点測定に
よる裏面最
大腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推

定年数

連続板厚測
定による貫通

推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S56.1.20 15.0 0 0 0.0 15.0
169号：1.59
56号：2.90

H3.4.26 10 10.3 1.5 13.5 13.5 1.59 12.62 102.7 64.6 169号 0
H12.4.17 19 9.0 4.0 11.0 13.3 1.59 8.64 48.5 28.5 169号 5
H21.3.30 28 9.0 5.4 9.6 12.5 1.00 9.60 面測定 5

　裏面（アニュラ板）

開放検査

15.0 

13.5 13.5 

11.0 

9.6 

15.0 

12.62 12.62 

8.64 

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

16.0 

0 5 10 15 20 25 30

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（アニュラ板）

建設～第1回目

第1回目～第2回目

第3回目

建設～第1回（連続予測値）

第1回～第2回（連続予測値）



容量1万㎘以上の新法タンクの裏面腐食履歴 A15

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温/常温
S53.6.19 15,820 原油 アスモル 加温

設計板厚 経過年
開放周

期

定点測定に
よる裏面最
大腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推

定年数

連続板厚測
定による貫通

推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S54.5.15 13.0 0 0 0.0 13.0
169号：1.59
56号：2.90

H8.11.8 17 17.5 5.0 8.0 13.0 1.59 5.05 45.5 28.6 169号 100
H18.3.27 26 9.4 0.0 13.0 13.0 1.00 13.00 連続 8

　裏面（アニュラ板）

開放検査

13.0 

8.0 

13.0 13.0 13.0 

5.05 

13.0 13.00 

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

0 5 10 15 20 25 30

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（アニュラ板）

建設～第1回目

第1回目～第2回目

建設～第1回（連続予測値）



容量1万㎘以上の新法タンクの裏面腐食履歴 A16

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温/常温
S52.9.22 12,870 揮発油 アスモル 常温

設計板厚 経過年
開放周

期

定点測定に
よる裏面最
大腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推

定年数

連続板厚測
定による貫通

推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S54.9.26 15.0 0 0 0.0 15.0
169号：1.59
56号：2.90

H1.12.15 10 10.2 2.2 12.8 12.8 1.59 11.50 69.7 43.9 169号 0
H12.3.13 20 10.2 2.7 12.3 12.3 1.59 10.71 262.4 148.3 169号 0
H21.2.26 29 9.0 4.9 10.1 12.3 1.59 7.21 50.1 27.4 169号 55

　裏面（アニュラ板）

開放検査

15.0 

12.8 12.8 12.3 12.3 

10.1 

15.0 

11.50 11.50 
10.71 10.71 

7.21 

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

16.0 

0 5 10 15 20 25 30 35

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（アニュラ板）

建設～第1回目

第1回目～第2回目

第2回目～第3回目

建設～第1回（連続予測値）

第1回～第2回（連続予測値）

第2回～第3回（連続予測値）



容量1万㎘以上の新法タンクの裏面腐食履歴 A17

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温/常温
S52.8.9 35,000 原油 アスファルトサンド 加温

設計板厚 経過年
開放周

期

定点測定に
よる裏面最
大腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推

定年数

連続板厚測
定による貫通

推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S54.9.26 15.0 0 0 0.0 15.0
169号：1.59
56号：2.90

H3.1.29 11 11.4 1.9 13.1 13.1 1.49 12.17 89.6 60.1 169号 0
H11.9.27 20 8.7 2.4 12.6 12.6 1.49 11.42 227.0 141.5 169号 0

H19.10.11 28 8.0 6.8 8.2 12.7 1.00 8.20 28.5 面測定 40

　裏面（アニュラ板）

開放検査

15.0 

13.1 13.1 12.6 

15.0 

12.17 12.17 
11.42 11.42 

8.20 

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

16.0 

0 5 10 15 20 25 30

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（アニュラ板）

建設～第1回目

第1回目～第2回目

建設～第1回（連続予測値）

第1回～第2回（連続予測値）

第2回～第3回（連続予測値）



容量1万㎘以上の新法タンクの裏面腐食履歴 A18

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温/常温
S52.8.9 35,000 原油 その他 不明

設計板厚 経過年
開放周

期

定点測定に
よる裏面最
大腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推

定年数

連続板厚測
定による貫通

推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S54.4.25 15.0 0 0 0.0 15.0
169号：1.59
56号：2.90

H1.7.26 10 10.3 0.6 14.4 14.4 1.59 14.05 256.5 161.3 169号 0
H12.11.1 21 11.3 4.6 10.4 12.3 1.59 7.69 40.6 24.9 169号 8

　裏面（アニュラ板）

開放検査

15.0 
14.4 14.4 

10.4 

15.0 

14.05 

7.69 

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

16.0 

0 5 10 15 20 25

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（アニュラ板）

建設～第1回目

第1回目～第2回目

建設～第1回（連続予測値）

第1回～第2回（連続予測値）



容量1万㎘以上の新法タンクの裏面腐食履歴 A19

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温/常温
S57.8.13 60,000 原油 アスコン 加温

設計板厚 経過年
開放周

期

定点測定に
よる裏面最
大腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推

定年数

連続板厚測
定による貫通

推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S59.2.7 18.0 0 0 0.0 18.0
169号：1.59
56号：2.90

H7.3.10 11 11.1 4.6 13.4 18.0 1.59 10.69 43.4 27.3 169号 100
H16.3.9 20 9.0 2.7 15.3 15.3 1.59 13.71 60.0 37.8 169号 8

　裏面（アニュラ板）

開放検査

18.0 

13.4 

18.0 

15.3 

18.0 

10.69 

18.0 

13.71 

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

16.0 

18.0 

20.0 

0 5 10 15 20 25

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（アニュラ板）

建設～第1回目

第1回目～第2回目

建設～第1回（連続予測値）

第1回～第2回（連続予測値）



容量1万㎘以上の新法タンクの裏面腐食履歴 A20

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温/常温
S55.3.31 111,212 原油 アスファルトサンド 不明

設計板厚 経過年
開放周

期

定点測定に
よる裏面最
大腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推

定年数

連続板厚測
定による貫通

推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S58.8.13 21.0 0 0 0.0 21.0
169号：1.59
56号：2.90

H4.4.10 8 8.7 0.0 21.0 21.0 2.90 21.00 56号 0
H10.10.15 15 6.5 0.1 20.9 20.9 2.90 20.71 1368.7 472.0 56号 0
H19.11.22 24 9.1 4.4 16.6 18.7 1.00 16.60 45.9 連続 1

　裏面（アニュラ板）

開放検査

21.0 21.0 21.0 
20.9 

16.6 

21.0 21.00 21.00 

20.71 
16.60 

0.0 

5.0 

10.0 

15.0 

20.0 

25.0 

0 5 10 15 20 25 30

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（アニュラ板）

建設～第1回目

第1回目～第2回目

第2回目～第3回目

第1回～第2回（連続予測値）



容量１万㎘以上の新法タンクの裏面腐食履歴 B01

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温／常温
S55.2.27 12,360 重油 アスモル 加温

設計板厚 経過年
開放周
期

定点測定に
よる最大裏
面腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推
定年数

連続板厚測
定による貫通
推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S55.12.22 12.0 0 0 0.0 12.0
169号：1.95
56号：3.77

H4.4.28 11 11.4 5.5 6.5 12.0 1.95 1.28 24.8 12.7 169号 100
H13.2.26 20 8.8 7.9 4.1 11.2 1.95 -3.41 13.4 6.9 169号 6
H21.7.9 28 8.4 10.4 1.6 11.1 1.95 9.8 169号 22

　裏面（底板）

開放検査

12.0 

6.5 

12.0 

4.1 

11.2 

1.6 

12.0 

1.28 

-6.0 

-4.0 

-2.0 

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

0 5 10 15 20 25 30

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（底板）

建設～第1回目

第1回目～第2回目

第2回目～第3回目

建設～第1回（連続予測値）

第1回～第2回（連続予測値）



容量１万㎘以上の新法タンクの裏面腐食履歴 B02

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温／常温
S53.12.4 103,400 原油 アスファルトサンド 常温

設計板厚 経過年
開放周
期

定点測定に
よる最大裏
面腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推
定年数

連続板厚測
定による貫通
推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S55.7.29 12.0 0 0 0.0 12.0
169号：1.95
56号：3.77

S63.1.21 7 7.5 9.2 2.8 不明 1.95 -5.94 9.8 5.0 169号 1
H7.1.11 14 7.0 1.9 10.1 10.1 1.95 8.30 169号 0

H14.11.13 22 7.8 2.4 9.6 9.6 1.95 7.32 158.4 66.7 169号 0

　裏面（底板）

開放検査

12.0 

2.8 

10.1 10.1 9.6 

12.0 

-5.94 

8.30 
7.32 

-8.0 

-6.0 

-4.0 

-2.0 

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

0 5 10 15 20 25

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（底板）

建設～第1回目

第2回目～第3回目

建設～第1回（連続予測値）

第2回～第3回（連続予測値）



容量１万㎘以上の新法タンクの裏面腐食履歴 B03

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温／常温
S55.2.27 12,360 重油 アスモル 加温

設計板厚 経過年
開放周
期

定点測定に
よる最大裏
面腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推
定年数

連続板厚測
定による貫通
推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S55.12.22 12.0 0 0 0.0 12.0
169号：1.95
56号：3.77

S61.6.9 5 5.5 0.2 11.8 11.8 327.9 不明 0
H3.7.31 10 5.1 0.6 11.4 11.4 1.95 10.83 151.8 169号 0

H12.3.27 19 8.7 4.0 8.0 9.2 1.95 4.20 29.0 14.2 169号 4
H20.10.6 27 8.5 7.2 4.8 9.9 1.95 -2.04 17.8 5.7 169号 13

　裏面（底板）

開放検査

12.0 11.8 11.8 11.4 11.4 

8.0 
9.2 

4.8 

10.83 10.83 

4.20 4.20 

-2.04 

-4.0 

-2.0 

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

0 5 10 15 20 25 30

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（底板）

建設～第1回目

第1回目～第2回目

第2回目～第3回目

第3回目～第4回目

第2回～第3回（連続予測値）

第3回～第4回（連続予測値）



容量１万㎘以上の新法タンクの裏面腐食履歴 B04

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温／常温
S53.11.6 35,000 原油 アスコン 加温

設計板厚 経過年
開放周
期

定点測定に
よる最大裏
面腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推
定年数

連続板厚測
定による貫通
推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S54.11.30 12.0 0 0 0.0 12.0
169号：1.95
56号：3.77

H2.9.7 10 10.8 2.0 10.0 10.0 1.95 8.10 64.7 33.2 169号 0
H11.6.29 19 8.8 1.4 10.6 10.6 1.95 9.27 169号 5
H20.8.5 28 9.1 6.4 5.6 15.0 1.95 -0.48 19.3 8.7 169号 100

　裏面（底板）

開放検査

12.0 

10.0 
10.6 

5.6 

12.0 

8.10 9.27 

-0.48 

-2.0 

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

0 5 10 15 20 25 30

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（底板）

建設～第1回目

第2回目～第3回目

建設～第1回（連続予測値）

第2回～第3回（連続予測値）



容量１万㎘以上の新法タンクの裏面腐食履歴 B05

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温／常温
S55.11.17 37,700 重油 アスモル 加温

設計板厚 経過年
開放周
期

定点測定に
よる最大裏
面腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推
定年数

連続板厚測
定による貫通
推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S56.11.26 12.0 0 0 0.0 12.0
169号：1.95
56号：3.77

S63.7.20 6 6.7 0.5 11.5 11.5 1.95 11.03 159.6 81.9 169号 0
H10.10.2 16 10.2 0.9 11.1 11.1 1.95 10.25 293.5 144.3 169号 0
H18.9.27 24 8.0 5.0 7.0 7.0 1.00 7.00 25.2 連続 1

　裏面（底板）

開放検査

12.0 
11.5 11.5 11.1 

12.0 

11.03 
10.25 

7.00 

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

0 5 10 15 20 25 30

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（底板）

建設～第1回目

第1回目～第2回目

建設～第1回（連続予測値）

第1回～第2回（連続予測値）

第2回～第3回（連続予測値）



容量１万㎘以上の新法タンクの裏面腐食履歴 B06

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温／常温
S56.2.6 103,200 原油 アスファルトサンド 不明

設計板厚 経過年
開放周
期

定点測定に
よる最大裏
面腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推
定年数

連続板厚測
定による貫通
推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S57.11.9 12.0 0 0 0.0 12.0
169号：1.95
56号：3.77

H1.3.18 6 6.4 4.5 7.5 不明 1.95 3.23 17.0 8.7 169号 1
H8.9.19 13 7.5 1.8 10.2 不明 1.95 8.49 169号 3

H13.10.10 18 5.1 2.8 9.2 9.2 1.95 6.54 22.0 169号 0

　裏面（底板）

開放検査

12.0 

7.5 

10.2 
9.2 

12.0 

3.23 

8.49 8.49 

6.54 

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

0 5 10 15 20

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（底板）

建設～第1回目

第2回目

第3回目

建設～第1回（連続予測値）

第2回～第3回（連続予測値）



容量１万㎘以上の新法タンクの裏面腐食履歴 B07

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温／常温
S55.3.31 111,212 原油 アスファルトサンド 常温

設計板厚 経過年
開放周
期

定点測定に
よる最大裏
面腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推
定年数

連続板厚測
定による貫通
推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S58.3.31 12.0 0 0 0.0 12.0
169号：1.95
56号：3.77

H4.4.10 9 9.0 0.6 11.4 11.4 3.77 9.74 180.7 47.9 56号 0
H10.10.15 15 6.5 0.8 11.2 11.2 3.77 8.98 371.5 84.2 56号 0
H19.11.22 24 9.1 4.3 7.7 9.0 1.00 7.70 63.7 連続 1

　裏面（底板）

開放検査

12.0 
11.4 11.4 11.2 

12.0 

9.74 9.74 
8.98 8.98 

7.70 

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

0 5 10 15 20 25 30

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（底板）

建設～第1回目

第1回目～第2回目

建設～第1回（連続予測値）

第1回～第2回（連続予測値）

第2回～第3回（連続予測値）



容量１万㎘以上の新法タンクの裏面腐食履歴 B08

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温／常温
H2.3.7 57,800 原油 アスコン 常温

設計板
厚

経過
年

開放周
期

定点測定に
よる最大裏
面腐食量

定点測定
最小板厚

補修後最
小板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚
測定によ
る予測値

定点測定に
よる貫通推
定年数

連続板厚測
定による貫通
推定年数

板厚測定方法
板の取替
割合

完成検査 H2.10.22 12.0 0 0 0.0 12.0
169号：1.95
56号：3.77

H10.6.24 7 7.7 2.3 9.7 10.9 1.95 7.52 40.1 20.5 169号 1
H18.7.7 15 8.0 4.2 7.8 10.7 1.95 3.81 28.3 16.3 169号 1

　裏面（底板）

開放検査

12.0 

9.7 

10.9 

7.8 

12.0 

7.52 7.52 

3.81 

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

0 2 4 6 8 10 12 14 16

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（底板）

建設～第1回目

第1回目～第2回目

建設～第1回（連続予測値）

第1回～第2回（連続予測値）



容量１万㎘以上の新法タンクの裏面腐食履歴 B09

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温／常温
S57.8.13 60,000 原油 アスモル 不明

設計板厚 経過年
開放周
期

定点測定に
よる最大裏
面腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推
定年数

連続板厚測
定による貫通
推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S59.2.9 12.0 0 0 0.0 12.0
169号：1.95
56号：3.77

H5.8.2 9 9.5 0.0 12.0 12.0 1.95 12.00 169号 0
H14.4.11 18 8.7 4.1 7.9 10.9 1.95 4.01 25.5 13.1 169号 1

　裏面（底板）

開放検査

12.0 12.0 12.0 

7.9 

12.0 12.00 12.00 

4.01 

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

0 5 10 15 20

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（底板）

建設～第1回目

第1回目～第2回目

第1回～第2回（連続予測値）



容量１万㎘以上の新法タンクの裏面腐食履歴 B10

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温／常温
S56.4.13 111,212 原油 アスファルトサンド 常温

設計板厚 経過年
開放周
期

定点測定に
よる最大裏
面腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推
定年数

連続板厚測
定による貫通
推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S58.10.28 12.0 0 0 0.0 12.0
169号：1.95
56号：3.77

H5.4.22 9 9.5 0.9 11.1 11.1 3.77 8.61 126.5 33.6 56号 0
H11.12.3 16 6.6 0.0 12.0 12.0 3.77 12.00 56号 0

H20.12.12 25 9.0 4.0 8.0 9.3 1.00 8.00 27.1 連続 1

　裏面（底板）

開放検査

12.0 
11.1 

12.0 12.0 12.0 

8.61 

12.00 12.00 

8.00 

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

0 5 10 15 20 25 30

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（底板）

建設～第1回目

第2回目～第3回目（連続）

建設～第1回（連続予測値）



容量1万㎘以上の新法タンクの裏面腐食履歴 B11

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温/常温
S54.12.12 32,778 重油 アスモル 加温

設計板厚 経過年
開放周

期

定点測定に
よる裏面最
大腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推

定年数

連続板厚測
定による貫通

推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S56.6.10 12.0 0 0 0.0 12.0
169号：1.95
56号：3.77

S63.8.23 7 7.2 2.0 10.0 10.0 1.95 8.10 43.2 22.2 169号 0
H11.8.6 18 11.0 3.5 8.5 10.1 1.95 5.18 73.1 30.3 169号 2

H20.10.28 27 9.2 3.9 8.1 12.0 1.95 4.40 46.6 61.3 169号 100

　裏面（底板）

開放検査

12.0 

10.0 10.0 

8.5 

10.1 

8.1 

12.0 

8.10 

5.18 
4.40 

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

0 5 10 15 20 25 30

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（底板）

建設～第1回目

第1回目～第2回目

第2回目～第3回目

建設～第1回（連続予測値）

第1回～第2回（連続予測値）

第2回～第3回（連続予測値）



容量1万㎘以上の新法タンクの裏面腐食履歴 B12

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温/常温
S56.7.24 35,000 原油 アスコン 加温

設計板厚 経過年
開放周

期

定点測定に
よる裏面最
大腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推

定年数

連続板厚測
定による貫通

推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S57.10.18 12.0 0 0 0.0 12.0
169号：1.95
56号：3.77

H5.6.22 10 10.7 1.6 10.4 10.4 1.95 8.88 80.1 41.1 169号 0
H10.5.8 15 4.9 1.9 10.1 10.3 3.77 4.84 169.2 10.7 56号 30

H18.2.20 23 7.8 3.8 8.2 15.0 1.95 4.59 38.2 152.6 169号 70

　裏面（底板）

開放検査

12.0 

10.4 10.4 

10.1 

10.3 

8.2 

12.0 

8.88 

4.84 4.59 

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

0 5 10 15 20 25

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（底板）

建設～第1回目

第1回目～第2回目

第2回目～第3回目

建設～第1回（連続予測値）

第1回～第2回（連続予測値）

第2回～第3回（連続予測値）



容量1万㎘以上の新法タンクの裏面腐食履歴 B13

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温/常温
S56.9.7 111,212 原油 アスモル 常温

設計板厚 経過年
開放周

期

定点測定に
よる裏面最
大腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推

定年数

連続板厚測
定による貫通

推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S60.9.20 12.0 0 0 0.0 12.0
169号：1.95
56号：3.77

H8.9.12 10 11.0 0.8 11.2 11.2 3.77 8.98 164.8 43.7 56号 0
H16.12.10 19 8.2 0.0 12.0 12.0 3.77 12.00 56号 0

H20.6.6 22 3.5 3.7 8.3 12.0 1.00 8.30 11.3 連続 100

　裏面（底板）

開放検査

12.0 
11.2 

12.0 

8.3 

12.00 

8.30 

12.0 

8.98 

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

0 5 10 15 20 25

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（底板）

建設～第1回目

第2回目～第3回目（連続）

建設～第1回（連続予測値）



容量1万㎘以上の新法タンクの裏面腐食履歴 B14

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温/常温
S51.6.22 102,700 原油 アスコン 常温

設計板厚 経過年
開放周

期

定点測定に
よる裏面最
大腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推

定年数

連続板厚測
定による貫通

推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S55.3.3 12.0 0 0 0.0 12.0
169号：1.95
56号：3.77

H4.1.22 11 11.9 0.0 12.0 12.0 1.95 12.00 169号 0
H12.2.10 19 8.1 2.8 9.2 9.2 1.95 6.54 34.5 17.7 169号 0
H20.7.15 28 8.4 3.5 8.5 9.3 1.00 8.50 連続 1

　裏面（底板）

開放検査

12.0 12.0 12.0 

9.2 
8.50 

12.0 12.00 12.00 

6.54 

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

0 5 10 15 20 25 30

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（底板）

建設～第1回目

第1回目～第2回目

第3回目（連続）

第1回～第2回（連続予測値）



容量1万㎘以上の新法タンクの裏面腐食履歴 B15

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温/常温
S51.6.22 102,700 原油 アスコン 常温

設計板厚 経過年
開放周

期

定点測定に
よる裏面最
大腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推

定年数

連続板厚測
定による貫通

推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S55.3.3 12.0 0 0 0.0 12.0
169号：1.95
56号：3.77

H5.3.4 13 13.0 0.0 12.0 12.0 1.95 12.00 169号 1
H13.7.18 21 8.4 2.5 9.5 9.5 1.95 7.13 40.2 20.6 169号 1
H20.2.22 27 6.6 3.4 8.6 9.3 1.95 5.37 69.7 26.8 169号 1

　裏面（底板）

開放検査

12.0 12.0 12.0 

9.5 9.5 
8.6 

12.0 12.00 12.00 

7.13 7.13 

5.37 

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

0 5 10 15 20 25 30

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（底板）

建設～第1回目

第1回目～第2回目

第2回目～第3回目

第1回～第2回（連続予測値）

第2回～第3回（連続予測値）



容量1万㎘以上の新法タンクの裏面腐食履歴 B16

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温/常温
S51.6.22 102,700 原油 アスコン 常温

設計板厚 経過年
開放周

期

定点測定に
よる裏面最
大腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推

定年数

連続板厚測
定による貫通

推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S55.3.3 12.0 0 0 0.0 12.0
169号：1.95
56号：3.77

H3.12.11 11 11.8 0.0 12.0 12.0 1.95 12.00 169号 0
H11.10.15 19 7.8 3.2 8.8 9.8 1.95 5.76 29.4 15.1 169号 1
H20.4.17 28 8.5 2.9 9.1 不明 1.95 6.35 119.2 169号 1

　裏面（底板）

開放検査

12.0 12.0 12.0 

8.8 
9.8 

9.1 

12.0 12.00 12.00 

5.76 5.76 
6.35 

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

0 5 10 15 20 25 30

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（底板）

建設～第1回目

第1回目～第2回目

第2回目～第3回目

第1回～第2回（連続予測値）

第2回～第3回（連続予測値）



容量1万㎘以上の新法タンクの裏面腐食履歴 B17

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温/常温
S52.8.10 65,700 原油 オイルサンド 常温

設計板厚 経過年
開放周

期

定点測定に
よる裏面最
大腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推

定年数

連続板厚測
定による貫通

推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S54.2.21 12.0 0 0 0.0 12.0
169号：1.95
56号：3.77

S61.7.11 7 7.4 2.7 9.3 不明 1.95 6.74 32.8 16.8 169号 10
H9.10.15 18 11.3 0.0 12.0 12.0 1.95 12.00 169号 0
H18.12.1 27 9.1 3.1 8.9 9.6 3.77 0.31 35.4 9.4 56号 1

　裏面（底板）

開放検査

12.0 

9.3 

12.0 12.0 

8.9 

12.0 

6.74 

12.00 

0.31 0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

0 5 10 15 20 25 30

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（底板）

建設～第1回目

第2回目～第3回目

建設～第1回（連続予測値）

第2回～第3回（連続予測値）



容量1万㎘以上の新法タンクの裏面腐食履歴 B18

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温/常温
S52.8.10 65,700 原油 ｱｽﾌｧﾙﾄｻﾝﾄﾞ 常温

設計板厚 経過年
開放周

期

定点測定に
よる裏面最
大腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推

定年数

連続板厚測
定による貫通

推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S54.2.20 12.0 0 0 0.0 12.0
169号：1.95
56号：3.77

S61.5.15 7 7.2 3.0 9.0 不明 1.95 6.15 28.9 14.8 169号 1
H9.5.9 18 11.0 1.9 10.1 10.1 3.77 4.84 51.5 56号 0

H20.7.25 29 11.2 2.3 9.7 9.7 3.77 3.33 283.3 36.0 56号 1

　裏面（底板）

開放検査

12.0 

9.0 
10.1 10.1 9.7 

12.0 

6.15 6.15 

4.84 4.84 

3.33 

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

0 5 10 15 20 25 30 35

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（底板）

建設～第1回目

第2回目～第3回目

建設～第1回（連続予測値）

第1回～第2回（連続予測値）

第2回～第3回（連続予測値）



容量1万㎘以上の新法タンクの裏面腐食履歴 B19

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温/常温
S51.6.22 102,700 原油 アスコン 常温

設計板厚 経過年
開放周

期

定点測定に
よる裏面最
大腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推

定年数

連続板厚測
定による貫通

推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S55.3.3 12.0 0 0 0.0 12.0
169号：1.95
56号：3.77

H3.3.14 11 11.0 0.0 12.0 12.0 1.95 12.00 169号 0
H11.12.10 19 8.7 0.0 12.0 12.0 1.95 12.00 169号 0
H20.10.24 28 8.9 2.9 9.1 9.5 1.95 6.35 36.7 18.8 169号 1

　裏面（底板）

開放検査

12.0 12.0 12.0 12.0 12.0 

9.1 

12.0 12.00 12.00 12.00 12.00 

6.35 

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

0 5 10 15 20 25 30

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（底板）

建設～第1回目

第1回目～第2回目

第2回目～第3回目

第2回～第3回（連続予測値）



容量1万㎘以上の新法タンクの裏面腐食履歴 B20

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温/常温
S51.6.22 102,700 原油 アスコン 常温

設計板厚 経過年
開放周

期

定点測定に
よる裏面最
大腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推

定年数

連続板厚測
定による貫通

推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S55.3.3 12.0 0 0 0.0 12.0
169号：1.95
56号：3.77

H4.9.17 12 12.6 0.0 12.0 12.0 1.95 12.00 169号 0
H13.2.2 20 8.4 2.0 10.0 10.0 1.95 8.10 50.3 25.8 169号 15

H21.3.19 29 8.1 2.9 9.1 不明 1.95 6.35 90.3 37.5 169号 1

　裏面（底板）

開放検査

12.0 12.0 12.0 

10.0 10.0 
9.1 

12.0 12.00 12.00 

8.10 8.10 

6.35 

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

0 5 10 15 20 25 30 35

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（底板）

建設～第1回目

第1回目～第2回目

第2回目～第3回目

第1回～第2回（連続予測値）

第2回～第3回（連続予測値）



容量1万キロリットル以上の新法タンクの裏面腐食履歴 B21

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温/常温
S54.8.14 46,789 原油 アスファルトサンド 常温

設計板厚 経過年
開放周

期

定点測定に
よる裏面最
大腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推

定年数

連続板厚測
定による貫通

推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S57.6.4 12.0 0 0 0.0 12.0
169号：1.95
56号：3.77

H1.10.20 7 7.4 0.0 12.0 12.0 1.95 12.00 169 1
H12.11.7 18 11.1 2.9 9.1 9.1 1.95 6.35 45.8 23.5 169 0

　裏面（底板）

開放検査

12.0 12.0 12.0 

9.1 

12.0 12.00 

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

0 5 10 15 20

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（底板）

建設～第1回目

第1回目～第2回目

建設～第1回（連続予測値）

第1回～第2回（連続予測値）



容量1万キロリットル以上の新法タンクの裏面腐食履歴 B22

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温/常温
S52.9.22 12,870 揮発油 アスモル 常温

設計板厚 経過年
開放周

期

定点測定に
よる裏面最
大腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推

定年数

連続板厚測
定による貫通

推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S54.9.26 12.0 0 0 0.0 12.0
169号：1.95
56号：3.77

H3.1.29 11 11.4 0.9 11.1 11.1 1.95 10.25 151.34 77.6 169 0
H11.9.27 20 8.7 0.8 11.2 11.2 1.95 10.44 169 0

H19.10.11 28 8.0 2.9 9.1 9.1 1.95 6.35 42.9 20.5 169 0

　裏面（底板）

開放検査

12.0 
11.1 11.1 11.2 11.2 

9.1 

12.0 

10.25 10.44 

6.35 

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

0 5 10 15 20 25 30

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（底板）

建設～第1回目

第1回目～第2回目

第2回目～第3回目

建設～第1回（連続予測値）

第1回～第2回（連続予測値）

第2回～第3回（連続予測値）



容量1万キロリットル以上の新法タンクの裏面腐食履歴 B23

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温/常温
S54.8.14 47,900 原油 アスファルトサンド 不明

設計板厚 経過年
開放周

期

定点測定に
よる裏面最
大腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推

定年数

連続板厚測
定による貫通

推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S57.6.4 12.0 0 0 0.0 12.0
169号：1.95
56号：3.77

S62.9.30 5 5.3 2.0 10.0 10.0 1.95 8.10 31.96 16.4 169 10
H5.5.11 10 5.6 0.0 12.0 12.0 1.95 12.00 169 0

H14.3.28 19 8.9 2.8 9.2 9.2 1.95 6.54 38.1 19.5 169 0

　裏面（底板）

開放検査

12.0 

10.0 10.0 

12.0 12.0 

9.2 

12.0 

8.10 

12.00 

6.54 

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

0 5 10 15 20

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（底板）

建設～第1回目

第1回目～第2回目

第2回目～第3回目

建設～第1回（連続予測値）

第1回～第2回（連続予測値）

第2回～第3回（連続予測値）



容量1万キロリットル以上の新法タンクの裏面腐食履歴 B24

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温/常温
S53.4.13 50,000 原油 アスファルトサンド 不明

設計板厚 経過年
開放周

期

定点測定に
よる裏面最
大腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推

定年数

連続板厚測
定による貫通

推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S54.10.24 12.0 0 0 0.0 12.0
169号：1.95
56号：3.77

H2.7.5 10 10.7 2.8 9.2 不明 1.95 6.54 45.87 23.5 169 10
H7.1.12 15 4.5 不明 不明 不明 0

H12.12.8 21 5.9 1.6 10.4 10.4 1.95 8.88 169 0

　裏面（底板）

開放検査

12.0 

9.2 

12.0 

6.54 

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

0 2 4 6 8 10 12

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（底板）

建設～第1回目

建設～第1回（連続予測値）



容量1万キロリットル以上の新法タンクの裏面腐食履歴 B25

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温/常温
S55.2.6 24,920 灯油 アスモル 常温

設計板厚 経過年
開放周

期

定点測定に
よる裏面最
大腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推

定年数

連続板厚測
定による貫通

推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S56.10.9 12.0 0 0 0.0 12.0
169号：1.95
56号：3.77

H3.10.1 9 10.0 1.7 10.3 10.3 1.95 8.69 70.47 36.1 169 0
H12.4.21 18 8.6 2.7 9.3 9.3 1.95 6.74 88.2 38.1 169 14
H21.8.7 27 9.3 2.6 9.4 9.4 3.77 2.20 13.8 56 0

　裏面（底板）

開放検査

12.0 

10.3 10.3 
9.3 9.3 9.4 

12.0 

8.69 

6.74 

2.20 

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

0 5 10 15 20 25 30

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（底板）

建設～第1回目

第1回目～第2回目

第2回目～第3回目

建設～第1回（連続予測値）

第1回～第2回（連続予測値）

第2回～第3回（連続予測値）



容量1万キロリットル以上の新法タンクの裏面腐食履歴 B26

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温/常温
S54.11.1 50,000 重油 アスファルトサンド 加温

設計板厚 経過年
開放周

期

定点測定に
よる裏面最
大腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推

定年数

連続板厚測
定による貫通

推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S56.1.22 12.0 0 0 0.0 12.0
169号：1.95
56号：3.77

H3.12.4 10 10.9 0.0 12.0 12.0 1.95 12.00 169 0
H10.1.29 17 6.2 1.9 10.1 10.1 1.95 8.30 38.9 19.9 169 0
H20.3.6 27 10.1 2.7 9.3 9.6 1.95 6.74 127.6 53.7 169 1

　裏面（底板）

開放検査

12.0 12.0 12.0 

10.1 
9.3 

12.0 12.00 

8.30 

6.74 

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

0 5 10 15 20 25 30

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年

（底板）

建設～第1回目

第1回目～第2回目

第2回目～第3回目

建設～第1回（連続予測値）

第1回～第2回（連続予測値）

第2回～第3回（連続予測値）



容量1万キロリットル以上の新法タンクの裏面腐食履歴 B27

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温/常温
S53.12.4 103,400 軽油 アスファルトサンド 不明

設計板厚 経過年
開放周

期

定点測定に
よる裏面最
大腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推

定年数

連続板厚測
定による貫通

推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S55.7.29 12.0 0 0 0.0 12.0
169号：1.95
56号：3.77

S62.2.25 6 6.6 2.2 9.8 9.8 1.95 7.71 35.90 18.4 169 0
H6.1.19 13 6.9 0.5 11.5 11.5 1.95 11.03 169 1

H13.6.15 20 7.4 2.7 9.3 9.3 1.95 6.74 38.7 19.0 169 0

　裏面（底板）

開放検査

12.0 

9.8 9.8 

11.5 11.5 

9.3 

12.0 

7.71 

11.03 

6.74 

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

0 5 10 15 20 25

板厚（mm）

経過年（年）

裏面最大腐食による最小板厚と経過年
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容量1万キロリットル以上の新法タンクの裏面腐食履歴 B28

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温/常温
S55.3.31 111,212 原油 アスファルトサンド 常温

設計板厚 経過年
開放周

期

定点測定に
よる裏面最
大腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推

定年数

連続板厚測
定による貫通

推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S58.8.13 12.0 0 0 0.0 12.0
169号：1.95
56号：3.77

H3.6.6 7 7.8 不明 不明 不明 3.77 56 10
H10.5.14 14 6.9 0.8 11.2 11.2 3.77 8.98 56 0
H19.3.28 23 8.9 3.8 8.2 9.3 1.00 8.20 33.1 101.7 一部連続 0

　裏面（底板）

開放検査
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容量1万キロリットル以上の新法タンクの裏面腐食履歴 B29

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温/常温
S55.3.8 30,000 重油 アスモル 加温

設計板厚 経過年
開放周

期

定点測定に
よる裏面最
大腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推

定年数

連続板厚測
定による貫通

推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S56.10.15 12.0 0 0 0.0 12.0
169号：1.95
56号：3.77

H4.7.23 10 10.8 1.1 10.9 10.9 1.95 9.86 117.58 60.3 169 0
H12.8.1 18 8.0 1.1 10.9 10.9 1.95 9.86 169 0

H20.7.17 26 8.0 2.7 9.3 9.3 1.95 6.74 54.3 25.2 169 0

　裏面（底板）

開放検査

12.0 
10.9 10.9 10.9 10.9 

9.3 

12.0 

9.86 9.86 
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建設～第1回（連続予測値）

第1回～第2回（連続予測値）

第2回～第3回（連続予測値）



容量1万キロリットル以上の新法タンクの裏面腐食履歴 B30

設置許可 許可容量 油種 裏面防食 加温/常温
S51.6.22 102,700 原油 アスコン 常温

設計板厚 経過年
開放周

期

定点測定に
よる裏面最
大腐食量

定点測定最
小板厚

補修後最小
板厚

連続板厚測
定を想定し
た補正係数

連続板厚測
定による予測

値

定点測定に
よる貫通推

定年数

連続板厚測
定による貫通

推定年数

板厚測定方
法

板の取替
割合

完成検査 S55.3.3 12.0 0 0 0.0 12.0
169号：1.95
56号：3.77

S60.5.2 5 5.2 1.0 11.0 11.0 1.95 10.05 62.01 31.8 169 1
H4.8.6 12 7.3 1.8 10.2 10.2 1.95 8.49 99.9 46.8 169 0

H12.7.28 20 8.0 1.4 10.6 10.6 1.95 9.27 169 0
H20.12.18 28 8.4 2.6 9.4 9.4 1.95 6.93 74.2 33.3 169 0

　裏面（底板）

開放検査

12.0 
11.0 11.0 
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建設～第1回（連続予測値）

第1回～第2回（連続予測値）

第2回～第3回（連続予測値）

第3回～第4回（連続予測値）



ア．

エ．

エ．

エ．

●現在、安全性の高いタンクは個別に10年又は13年に開放検査周期を延長できる。この安

全性の高いタンクは構造上の影響を与えるおそれのある補修又は変形がないことが要
件の一部となっており（省令第62条の２の２）、具体的にはこの資料で述べる①～⑤であ
る。①～④は平成６年消防危第73号通知に、⑤は平成12年消防危第31号に示されてい
る。これらは昭和63年の日本機械工業連合会・日本産業機械工業会の調査研究報告書
（「危険物貯蔵タンクの補修マニュアル作成に関する調査研究報告書」）を基としている。

●今回検討している連続板厚測定を活用した保安検査周期の決定方法に基づく検査周期
延長にあたっても、同様の要件が必要であると考えられるため、その内容について本資
料にまとめた。

開放検査周期を延長できるタンクの補修・変形要件

①構造上の影響を与えるおそれのある補修（底部）
ア．側板から600mm以内の当板、はめ板（右上図ア．参照）
イ．側板から600mm以外の部分の底部面積の50%以上の当て板、はめ板
ウ．側板から600mm以外の部分の当板、はめ板の溶接と他の板の溶接との距離

が板厚の５倍未満（図の※部）
エ．取り替えた板の溶接線と他の板の溶接線との距離が300mm未満（図エ．参

照）
オ．内面腐食による肉盛り溶接補修が表１を満足しない。
カ．附属物取付け用当板、腐食部補修当板の板厚、溶接方法が表２を満足しない。

●当板やはめ板があるとその部分だけ板の剛性が変化するため、液圧や地震力、
不等沈下による力が加わると、周囲に不均質な変形を生じ、応力集中を生じて
破断の素因となる。そのため、激しい変形を受ける部分（ア． ）、強度が劣る溶
接部近傍（ウ． ）にこれらがないことと、全体としての量（イ． ）に制限がある。

●タンクの底部板は薄いことから溶接を行うと変形や残留応力が発生するため、
溶接部の距離（エ． ）、肉盛り補修の量（オ． ）が制限されている。

●隙間腐食の防止や底板と同じ強度を持たせるために、カ．が規定されている。

表１

表２

1箇所に対し 板1枚に対し

軟鋼
（SS、SM、SB材等）

200ｃ㎡以下
0.06㎡又は板面積の
３％のいずれか小さい値

高張力鋼
低合金鋼

100c㎡以下
0.03㎡又は板面積の
２％のいずれか小さい値

注：肉盛り溶接相互間の距離は50mm以上離すこと

材質
肉盛り溶接可能面積

当て板の種類 位置 処理

底板上
アニュラ板上（注１）

当板の機能上必要な板厚とし、4.5mm以
上の連続すみ肉溶接で取り付ける。

溶接継手線上
底部の板の板厚と同板厚の当板とし、全
厚連続すみ肉溶接とする。

タンク底板腐食部補
修用当板

底板上
アニュラ板上（注１）
溶接継手線上

底部の板の板厚と同板厚の当板とし、全
厚連続すみ肉溶接とする。

タンク附属物取付用
当板

注１：アニュラ板上に取り付けるタンク附属物取付用当板の材質は、アニュラ板の応
力発生範囲及び溶接継手線上に位置しない限り底板と同等でよい。

参考資料３－３



②構造上の影響を与えるおそれのある補修（側板） その１
ア．強度メンバーの当板（左下図のように最小板厚未満のものに当板をして強度を担保するもの）
イ．腐食防止措置の内面当板が右下図を満足しない。（満足する場合でも底部に接するものを除く）
ウ．腐食防止措置の外面当板が右下図を満足しない。

●タンクの側板は、膜として均質な曲率が必要であるが、当板があるとその部分だけ板の剛性が変化するため、変形が不均質になりや
すいため、部位や大きさに制限がある。

tは側板最小板厚（液圧、耐震強度）

開放検査周期を延長できるタンクの補修・変形要件



③構造上の影響を与えるおそれのある補修（側板） その２
エ．取替板が下図を満足しない。

図１：取替板を取り付ける場合の既設溶接線の切り欠き寸法、取替板の溶接継手と既設板の溶接継手との距離
図２：取替板の溶接継手と既設板のノズル溶接線との距離

●タンクの側板は、膜として均質な曲率が必要であるが、取替板のはめ込みや溶接により周辺に大きな熱ひずみを生じさせないために
これらの規定がある。

図１

図２

開放検査周期を延長できるタンクの補修・変形要件



④構造上の影響を与えるおそれのある補修（側板） その３
オ．はめ板が下図、表１を満足しない。

はめ板を取り付ける場合の既設溶接線の切り欠き寸法、はめ板の溶接継手と既設板の溶接継手との距離
カ．腐食による肉盛り溶接補修が表２を満足しない。

●はめ板があるとその部分だけ板の剛性が変化するため、膜として均質な曲率が必要な側板について、部位や大きさに制限が
ある。（オ．）

●タンクの側板は薄いことから溶接を行うと変形や残留応力が発生するため、肉盛り補修の距離や量が制限されている。（カ．）

表１

表２

1箇所に対し 板1枚に対し

軟鋼
（SS、SM、SB材等）

200ｃ㎡以下
0.06㎡又は板面積の
３％のいずれか小さい値

高張力鋼
低合金鋼

100c㎡以下
0.03㎡又は板面積の
２％のいずれか小さい値

注：肉盛り溶接相互間の距離は50mm以上離すこと

材質
肉盛り溶接可能面積

開放検査周期を延長できるタンクの補修・変形要件



⑤構造上の影響を与えるおそれのある変形（表１、表２）
表１ 底板

表２ 側板

沈下の状況 変形状況図 有害な変形

側板の変形（歪
み）

角度計は長さ１ｍの型板を用い、水平、
垂直ともに± 15 ㎜を超えるものとする。
（なお、側板の厚さ10 ㎜未満の軟鋼に
は適用しない。）

●側板とアニュラ板の溶接部に高い応力、局部的な変形が発生
し、底部が損傷するため。

●底板に高い応力が発生することのほか、底板下への雨水滞
留による裏面腐食の促進が考えられるため。

●底板に高い応力、局部的な変形が発生し、底部が損傷するた
め。

●側板とアニュラ板の溶接部に高い応力、局部的な変形が発生
し、底部が損傷するため。

●底板や溶接部に高い応力、局部的な変形が発生し、底部が
損傷するため。

●側板は円筒殻として、鉛直方向及び周方向の荷重が負荷さ
れるものであり、変形があると応力集中により破壊しやすくな
るため。

沈下の状況 沈下状況図 有害な変形

側板に接する底
板（アニュラ板）の
リング状沈下

設計時からの変位角度θが10 度以上
であること。（Ｌ＝１００㎜の角度計を使
用する。また、θは初期設計角度から
の変化角度とする。）

底板全体の皿状
沈下

設計時からの直径に対する最大沈下
の割合が100 分の１以上又は最大沈
下量が300㎜以上であること。

底板内部の局部
沈下

沈下部分の内接円の直径に対する最
大沈下の割合が50 分の１以上又は最
大沈下量が板200 ㎜以上であること。

底板（アニュラ板）
内部の沈下

設計時からの変位角度θが５度以上で
あること。（Ｌ＝ 100 ㎜の角度計を使用
するものとする。）

底板内部の浮き
上がり、歪み、変
形

浮き上がり部分の内接円の直径に対す
る設計レベルからの浮き上がり高さの
割合が10 分の１以上であること。ただ
し、溶接線が浮き上がり部分にない場
合は、当該割合は5 分の１以上とする
こと。

開放検査周期を延長できるタンクの補修・変形要件



裏面腐食率の算定方法 

 
１．超音波法による連続板厚データが 2 回分ある場合の裏面腐食率の求め方 
 

腐食率を求めるためのデータ  
①今回開放時の連続板厚データ 裏面腐食量が大きかった箇所を抽出（※１） 

②前回開放時の連続板厚データ 
①で抽出された箇所の座標を求め当該座標の

周囲φ120mm のデータを抽出（※２） 

③腐食率算出に使用する腐食量 
①で抽出されたデータと②の最小値（※３）と

の板厚差を腐食量とする。 
④腐食率算出に使用する年数 前回と今回開放のインターバル（※４） 

 
※１：①の抽出方法は、裏面腐食量が大きかった箇所（１箇所の大きさはφ120mm とする）

を複数（腐食量の大きなもの上位 10 箇所及び腐食量 1.5mm 以上の箇所）抽出し、そ

れぞれの箇所の最小値とする。 
※２：測定装置の長さ 900mm 平板上での位置検出精度は±30mm であり、板のうねりや

測線長など現場の条件を考慮すると、腐食位置の再現性は、装置の位置検出精度の２

倍程度を見込む必要があると、現場運用上考えられる。すなわち、今回腐食が激しか

った箇所を前回測定データから確実に探し出すには、φ120mm を考える必要がある。 
※３：②の最小値を抽出する箇所のデータが、前回不表示部等（60mm×60mm 未満）により

得られていない場合は、当該箇所のデータは公称板厚とする。また、前回開放時の測

定方法が定点測定であって、当該箇所で 30mm ピッチの詳細測定データが得られてい

る場合は当該詳細測定データを用いることができる。 

※４：前回と今回開放のインターバルの年数は、前回の保安検査実施日と今回保安検査実

施日とし、小数点以下１桁で計算。 
 
①により抽出された箇所のそれぞれの腐食率を③÷④（mm／年）により求め、その中の最

大値を、次回開放時期を計算するためのタンクの裏面腐食率とする。 
 
 
 
 
 
 
 

参考資料３－４ 



２．連続板厚測定を用いて開放周期を延長する場合の連続板厚測定不可能箇所の取扱 
 
 連続板厚測定が実施できない箇所は、原則手動による面測定あるいは、30mm ピッチの

定点測定を実施し、当該箇所内で腐食量 1.5mm 以上の箇所と位置を把握する。この方法に

よって測定されたデータは連続板厚データと同等と見なす。ただし、次の箇所については、

手動による測定を必要としない。 
①連続板厚測定装置の性能上、未測定となる溶接線近傍の不感帯部。（内タライ近傍（側

板溶接止端部から幅 20mm未満の範囲）、アニュラ板相互、底板相互等の溶接線近傍） 

②保護板部及び保護板部の周囲 

③測定値の欠損部（欠損の原因を調査し、連続板厚測定による再測定を実施すること。原

因確認後の測定欠損箇所で 60mm×60mm未満の面積の場合） 

＊なお、すでに連続板厚測定が行われており、受け払い配管や水抜き付近等付属設備近傍

で定点測定が行われているものについては、当該設備近傍の定点測定範囲（上記①～③

に係るものを除く）の面積の合計が、底部板全体の１％以下であるものに限り、連続板

厚測定が行われたとみなす。 

 

３．前回開放時のデータが定点測定の場合 

 前回開放時のデータが定点測定の場合は、今回開放時の連続板厚データとの比較ができ

ないため、連続板厚測定を用いて開放周期を延長する場合は前回開放時の板厚は公称

板厚とする。 
 

 



タンクの裏面腐食の形状
参考資料３－５
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